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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

提出会社の経営指標等

　

回次
第39期
第１四半期
累計(会計)期間

第40期
第１四半期
累計(会計)期間

第39期

会計期間

自　平成20年
　  ４月１日
至　平成20年
　　６月30日

自　平成21年
　 ４月１日
至　平成21年
　　６月30日

自　平成20年
　　４月１日
至　平成21年
　　３月31日

売上高 (千円) 880,692 973,1546,920,458

経常利益又は経常損失
（△）

(千円) △310,807△280,491 24,577

当期純利益又は四半期
純損失（△）

(千円) △289,157△287,010 55,217

持分法を適用した
場合の投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 1,266,9211,266,9211,266,921

発行済株式総数 (千株) 7,716 7,716 7,716

純資産額 (千円) 883,293 940,4981,227,595

総資産額 (千円) 5,637,1045,753,1126,243,455

１株当たり純資産額 (円) 114.95 122.42 159.78

１株当たり当期純利益
金額又は四半期純損失
金額（△）

(円) △37.63 △37.35 7.18

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

１株当たり配当額 (円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 15.6 16.3 19.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △352,640△359,778△18,288

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △35,824 △14,248△118,603

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 416,488 289,599 90,715

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 246,048 87,421 171,848

従業員数 (名) 218 221 216

（注)１　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２　売上高には消費税等は含まれておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益につきましては、関連会社がないため記載しておりません。

４　潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額につきましては、第39期は潜在株式が存在しないため記

載しておりません。また、第39期第１四半期累計（会計）期間及び第40期第１四半期累計（会計）期間では、

１株当たり四半期純損失であり、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

　

当第１四半期会計期間において、当社において営まれている事業の内容に重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

　

当該事項はありません。

　

４ 【従業員の状況】

提出会社の状況

平成21年６月30日現在

従業員数(名) 221

（注）　従業員数は、就業人員数であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

当第１四半期会計期間の生産実績を製品の品目別に示すと、次のとおりであります。

① 生産実績

品目 生産高(千円) 前年同四半期比(%)

製品

金属横葺屋根製品 220,377 ＋44.0

金属縦葺屋根製品 317,112 ＋23.4

その他屋根製品 148,699 ＋46.2

その他製品 85,907 △34.1

計 772,096 ＋20.2

請負工事
(183,186) (＋25.4)

597,436 ＋56.4

(注) １　金額は、販売価格によっております。
２　製品の生産実績には、請負工事に使用された当社製品の生産実績を含んでおります。
３　請負工事の（　）内は内数で、請負工事に使用された当社製品の使用高を販売価格で表示しており、一部仕入製
品を含んでおります。

　

② 製品仕入実績

品目 仕入高(千円) 前年同四半期比(%)

金属横葺屋根製品 10,183 ＋29.6

金属縦葺屋根製品 6,397 △33.2

その他屋根製品 38,321 ＋59.0

その他製品 163,430 ＋88.6

計 218,332 ＋70.3

(注) １　金額は仕入価格によっております。
２　上記製品仕入は、屋根・壁等の施工時に使用される当社付属製品（バックアップ材、野地材、軒先唐草等）の一
部であります。

３　製品仕入実績には、請負工事に使用された製品を一部含んでおります。
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(2) 受注実績

当第１四半期会計期間の受注実績を製品の品目別に示すと、次のとおりであります。

品目 受注高(千円) 前年同四半期比(%)受注残高(千円) 前年同四半期比(%)

製品

金属横葺屋根製品 186,369 ＋15.4 42,938 △40.4

金属縦葺屋根製品 275,980 ＋23.5 85,208 △7.4

その他屋根製品 141,267 ＋52.2 66,440 ＋137.3

その他製品 235,311 ＋26.9 104,085 ＋34.7

小計 838,929 ＋26.5 298,672 ＋10.8

請負工事 763,092 △12.9 2,499,327 ＋22.6

合計 1,602,021 ＋4.0 2,798,000 ＋21.3

(注)　上記の金額は、販売価格によっております。

　

(3) 販売実績

当第１四半期会計期間の販売実績を製品の品目別に示すと、次のとおりであります。

品目 販売高(千円) 前年同四半期比(%)

製品

金属横葺屋根製品 170,555 ＋55.9

金属縦葺屋根製品 275,737 ＋34.6

その他屋根製品 115,529 ＋37.0

その他製品 196,006 ＋22.8

小計 757,829 ＋35.8

請負工事 215,325 △33.2

合計 973,154 ＋10.4

(注) １　上記の金額には消費税等は含まれておりません。
２　当社の売上高は、最終ユーザーの設備投資等の状況により、事業年度の上半期に発生する売上高に比し、下半期
に発生する売上高が著しく増加する傾向にあります。
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２ 【事業等のリスク】

当第１四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

(1) 経営成績の分析

当第１四半期におけるわが国経済は、昨年からの国際金融市場の混乱などにより世界的に経済情勢は

悪化しており、引き続き企業収益の減少、設備投資意欲の停滞、雇用情勢の悪化など、景気の先行きは不透

明な状態が続いております。

また、建設業界においても、景気の減速感や不動産販売の不調などを受け、今後の建設投資動向につい

ては、依然厳しい状況にあります。

このような状況のなか、当社は地球環境保全に貢献できる太陽光発電屋根や、従来の金属屋根では対応

できなかったビル・マンションへの防水屋根のほか、高機能・高品質屋根の普及に努めてまいりました。

この結果、当第１四半期の売上高は973百万円（前年同期比10.4％増）、営業損失は261百万円（前年同

期は292百万円の損失）、経常損失は280百万円（前年同期は310百万円の損失）、四半期純損失は287百万

円（前年同期は289百万円の損失）となりました。

なお、当社の売上高は建設業界固有のマーケット特性により、事業年度の後半に著しく増加する傾向に

あり、よって、当第１四半期の営業利益・経常利益及び四半期純利益はマイナスになっております。

　

(2) 財政状態の分析

当第１四半期の総資産は、前年事業度末に比べ490百万円減少し5,753百万円となりました。その主な要

因としては、今後の売上高増加に対応して、たな卸資産が261百万円増加しましたが、当第１四半期の売上

債権の回収増に伴い売上債権が556百万円減少したことなどによります。

負債合計は、運転資金の借入れにより借入金が292百万円増加、仕掛工事の前受金が138百万円増加しま

したが、仕入債務が630百万円減少したことなどにより、前事業年度末に比べ203百万円減少し4,812百万

円となりました。

純資産合計は、当第1四半期の四半期純損失の影響により、前事業年度末に比べ287百万円減少し940百

万円となり、自己資本比率は16.3％になりました。
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(3) キャッシュ・フローの状況

第１四半期末における現金及び預金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ158百万

円減少し87百万円となりました。なお、資金の増減内容については、主として以下の要因によるものであ

ります。

営業活動によるキャッシュ・フローについては、売上債権が556百万円減少しましたが、仕入債務が630

百万円減少したことのほか、税引前四半期純損失を280百万円計上したことにより、△359百万円（前年同

期は△352百万円）となっております。

投資活動によるキャッシュ・フローについては、機械設備の取得などのための支出により△14百万円

（前年同期は△35百万円）となっております。

財務活動によるキャッシュ・フローについては、金融機関からの借入金実行が1,050百万円、借入金返

済が757百万円あったことなどにより289百万円（前年同期は416百万円）となっております。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期会計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第１四半期会計期間の研究開発費の総額は15,758千円であります。

　なお、当第１四半期会計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第１四半期会計期間において、当社の経営成績に重要な影響を与える要因に重要な変更はありませ

ん。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第１四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期会計期間において、前事業年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却について、重

要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

　また、当第１四半期会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 29,160,000

計 29,160,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年８月７日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 7,716,063 7,716,063
ジャスダック　　　証

券取引所

単元株式数は
1,000株で
あります。

計 7,716,063 7,716,063― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年４月１日～
平成21年６月30日

― 7,716,063 ― 1,266,921 ― ―

　

(5) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成21年３月31日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成21年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式   33,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式7,639,000 7,639 ―

単元未満株式 普通株式   44,063― 一単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 7,716,063― ―

総株主の議決権 ― 7,639 ―

　

　

② 【自己株式等】

平成21年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
元旦ビューティ工業株式
会社

神奈川県藤沢市湘南台１
－１－21

33,000 ― 33,000 0.43

計 ― 33,000 ― 33,000 0.43

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
４月

　
５月

　
６月

最高(円) 258 239 230

最低(円) 228 220 220

(注)　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所における株価を記載しております。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までにおいて役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣

府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、前第１四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年６月30日まで）は、改正前の四半期財務諸

表等規則等に基づき、当第１四半期会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び当第１

四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）は改正後の四半期財務諸表等規則に基づ

いて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期累計期間(平成20年４月１日か

ら平成20年６月30日まで)に係る四半期財務諸表については監査法人トーマツによる四半期レビューを受

け、また、当第１四半期会計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）及び当第１四半期累計期

間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期財務諸表については有限責任監査法人

トーマツにより四半期レビューを受けております。

　なお、監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日をもって有限責任監査法人

トーマツとなっております。

　

３　四半期連結財務諸表について

当社は子会社を有していないため、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

当第１四半期会計期間末
(平成21年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 110,421 194,848

受取手形及び売掛金 ※２
 601,178

※２
 712,116

完成工事未収入金 138,380 584,063

製品 ※３
 413,413 363,999

仕掛品 ※３
 14,811 15,918

未成工事支出金 375,061 155,435

原材料 ※３
 672,215 678,885

その他 106,260 189,012

貸倒引当金 △565 △991

流動資産合計 2,431,176 2,893,288

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 721,088 734,226

機械及び装置（純額） 397,636 417,056

土地 1,800,463 1,800,463

その他（純額） 127,263 132,380

有形固定資産合計 ※１
 3,046,451

※１
 3,084,127

無形固定資産 36,055 37,417

投資その他の資産

その他 425,280 414,472

貸倒引当金 △185,851 △185,851

投資その他の資産合計 239,429 228,620

固定資産合計 3,321,936 3,350,166

資産合計 5,753,112 6,243,455

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,149,176 1,586,791

工事未払金 148,869 341,591

短期借入金 1,211,426 1,056,816

未払法人税等 8,415 30,828

製品保証引当金 41,377 40,831

その他 326,134 169,273

流動負債合計 2,885,398 3,226,131

固定負債

長期借入金 1,618,579 1,480,633

退職給付引当金 256,628 254,265

その他 52,007 54,830

固定負債合計 1,927,215 1,789,728

負債合計 4,812,613 5,015,859
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(単位：千円)

当第１四半期会計期間末
(平成21年６月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,266,921 1,266,921

利益剰余金 △312,974 △25,963

自己株式 △13,476 △13,362

株主資本合計 940,469 1,227,595

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 28 －

評価・換算差額等合計 28 －

純資産合計 940,498 1,227,595

負債純資産合計 5,753,112 6,243,455
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(2)【四半期損益計算書】
　【第１四半期累計期間】

(単位：千円)

前第１四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
 至 平成21年６月30日)

売上高 880,692 973,154

売上原価 702,958 769,441

売上総利益 177,734 203,712

販売費及び一般管理費 ※１
 470,572

※１
 465,304

営業損失（△） △292,838 △261,592

営業外収益

受取利息 108 110

受取配当金 3,006 3,006

その他 2,271 1,986

営業外収益合計 5,386 5,103

営業外費用

支払利息 17,129 16,711

その他 6,225 7,290

営業外費用合計 23,355 24,002

経常損失（△） △310,807 △280,491

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 425

保証債務取崩益 － 412

退職給付制度終了益 27,294 －

その他 1,397 －

特別利益合計 28,692 838

特別損失

固定資産除却損 27 －

会員権評価損 － 500

特別損失合計 27 500

税引前四半期純損失（△） △282,142 △280,152

法人税、住民税及び事業税 7,015 6,857

四半期純損失（△） △289,157 △287,010
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(3)【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第１四半期累計期間
(自 平成20年４月１日
 至 平成20年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自 平成21年４月１日
 至 平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純損失（△） △282,142 △280,152

減価償却費 53,336 46,863

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,519 △425

退職給付引当金の増減額（△は減少） △23,836 2,363

製品保証引当金の増減額（△は減少） △1,006 546

賞与引当金の増減額（△は減少） 14,154 －

受取利息及び受取配当金 △3,114 △3,117

支払利息 17,129 16,711

固定資産除却損 27 －

売上債権の増減額（△は増加） 433,223 556,620

たな卸資産の増減額（△は増加） △209,003 △261,261

仕入債務の増減額（△は減少） △349,155 △630,336

その他 39,720 232,920

小計 △312,185 △319,268

利息及び配当金の受取額 3,029 3,234

利息の支払額 △18,297 △17,427

法人税等の支払額 △25,186 △26,316

営業活動によるキャッシュ・フロー △352,640 △359,778

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △25,703 △2,932

貸付金の回収による収入 2,125 2,197

その他 △12,246 △13,514

投資活動によるキャッシュ・フロー △35,824 △14,248

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 300,000 700,000

短期借入金の返済による支出 △80,000 △540,000

長期借入れによる収入 400,000 350,000

長期借入金の返済による支出 △201,916 △217,444

その他 △1,596 △2,956

財務活動によるキャッシュ・フロー 416,488 289,599

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 28,022 △84,427

現金及び現金同等物の期首残高 218,025 171,848

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 246,048

※
 87,421
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第１四半期会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

該当事項はありません。

　

【表示方法の変更】

当第１四半期会計期間
(自　平成21年４月１日 
 至　平成21年６月30日)

（四半期損益計算書関係）

　前第１四半期累計期間において、特別利益の「その他」に含めておりました「貸倒引当金戻入額」は、特別利益総

額の100分の20を超えたため、当第１四半期累計期間より区分掲記することとしました。なお、前第１四半期累計期間

の特別利益の「その他」に含まれる「貸倒引当金戻入額」は216千円であります。　

　前第１四半期累計期間において、特別利益の「その他」に含めておりました「保証債務取崩益」は、特別利益総額

の100分の20を超えたため、当第１四半期累計期間より区分掲記することとしました。なお、前第１四半期累計期間の

特別利益の「その他」に含まれる「保証債務取崩益」は1,181千円であります。

　

【簡便な会計処理】

　
当第１四半期会計期間
(自　平成21年４月１日 
 至　平成21年６月30日)

（棚卸資産の評価方法）

　当第１四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前事業年度末の実地棚卸高を基礎として

合理的な方法により算出する方法によっております。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額を見積り、簿価切

下げを行う方法によっております。

　

【注記事項】

(四半期貸借対照表関係)

　
当第１四半期会計期間末
(平成21年６月30日)

前事業年度末
(平成21年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額　 5,756,927千円

※２　受取手形割引高　               1,094,904千円

※１　有形固定資産の減価償却累計額　 5,712,051千円

※２　受取手形割引高　               1,684,240千円

※３　担保資産

担保に供されている資産について、事業の運営に

おいて重要なものであり、かつ、前事業年度の末日に

比べて著しい変動が認められるもの

製品 286,017千円

仕掛品 14,645〃

原材料 437,331〃

　―――――――
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(四半期損益計算書関係)

第１四半期累計期間

　
前第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日 
  至　平成21年６月30日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

広告宣伝費 19,750千円

販売促進費 12,733 〃

給与手当 181,558 〃

賞与引当金繰入額  9,671 〃

退職給付費用 6,154 〃

製品保証引当金繰入額 7,056 〃

減価償却費 5,879 〃

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

広告宣伝費 11,501千円

販売促進費 12,438 〃

給与・賞与 198,586 〃

退職給付費用 5,534 〃

製品保証引当金繰入額 2,701 〃

減価償却費 5,894 〃

 

２　当社の売上高は、最終ユーザーの設備投資等の状況

により、事業年度の後半に売上高が著しく増加する

傾向にあります。

２　当社の売上高は、最終ユーザーの設備投資等の状況

により、事業年度の後半に売上高が著しく増加する傾

向にあります。

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日 
  至　平成21年６月30日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 269,085千円

預入期間が３か月超の定期預金 △23,037 〃

現金及び現金同等物 246,048千円
 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 110,421千円

預入期間が３か月超の定期預金 △23,000 〃

現金及び現金同等物 87,421千円

　

(株主資本等関係)

当第１四半期会計期間末（平成21年６月30日）及び当第１四半期累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成

21年６月30日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期会計期間末

普通株式(株) 7,716,063

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類 当第１四半期会計期間末

普通株式(株) 33,768

　

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

　
４　配当に関する事項

該当事項はありません。
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(有価証券関係)

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度末の末日と比較して著しい変動は

ありません。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期会計期間末の契約額等は、前事業年度末日と比較して著しい変動はあり

ません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　

(持分法損益等)

該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　
当第１四半期会計期間末
(平成21年６月30日)

前事業年度末
(平成21年３月31日)

122.42円 159.78円

　

２　１株当たり四半期純損失金額

第１四半期累計期間
前第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日 
  至　平成21年６月30日)

１株当たり四半期純損失金額 37.63円１株当たり四半期純損失金額 37.35円

 
(注)　１．なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、１株当たり四半期純損失であり、また、

潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎

　

項目
前第１四半期累計期間
(自　平成20年４月１日 
  至　平成20年６月30日)

当第１四半期累計期間
(自　平成21年４月１日 
  至　平成21年６月30日)

四半期損益計算書上の四半期純損失(千円) 289,157 287,010

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 7,684 7,682

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。

EDINET提出書類

元旦ビューティ工業株式会社(E01433)

四半期報告書

20/22



独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成20年８月12日

元旦ビューティ工業株式会社

　取　締　役　会　　御中

　

監査法人トーマツ

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　杉　　本　　茂　　次　　印

　

指定社員
業務執行社員

公認会計士　　澤　　田　　修　　一　　印

　

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている元

旦ビューティ工業株式会社の平成２０年４月１日から平成２１年３月３１日までの第３９期事業年度の第１

四半期累計期間（平成２０年４月　１日から平成２０年６月３０日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行っ

た。この四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対

する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、元旦ビューティ工業株式会社の平成２０年６月３０日

現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況

を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年８月４日

元旦ビューティ工業株式会社

　取　締　役　会　　御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士 　 水　　上　　亮 比 呂　  印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

公認会計士　　澤　　田　　修　　一　　印

　

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている元

旦ビューティ工業株式会社の平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日までの第４０期事業年度の第１

四半期会計期間（平成２１年４月１日から平成２１年６月３０日まで）及び第１四半期累計期間（平成２１

年４月１日から平成２１年６月３０日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損

益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期財務諸表の作

成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当

と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、元旦ビューティ工業株式会社の平成２１年６月３０日

現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況

を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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